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【学会発表】 

1. 塩川俊郎、山森温、麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．ER での心嚢ドレナージによる心

肺停止蘇生後、緊急手術を行い神経学的予後良となった急性 A 型大動脈解離の２例報

告．第 68 回救急医学会関東地方会．平成 30 年１月．東京． 

 

2. 高澤恭和、山森温、麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．超高齢者の尿路感染性敗血症性シ

ョック・DIm に対して限定的集学的治療介入により ADL 低下せず退院に至った 1 例．

第 68 回救急医学会関東地方会．平成 30 年 1 月．東京 

 

3. 麻喜幹博、山森温、増田崇光、三木靖雄．PmPS 管理を余儀なくされたフェニトイン中

毒．第 9 回静岡県中部地区救急・集中治療研究会．平成 30 年 2 月．静岡 

 

4. 麻喜幹博、山森温、増田崇光、三木靖雄．当院で EmPR を行った連続 14 例の検討．第
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プ導入とその効果～研修後のレポートの分析～．第 45 回集中治療医学会学術集会．平

成 30 年 2 月．幕張． 



 

6. 増田崇光、山森温、麻喜幹博、三木靖雄．各 DIm 診断基準に関する分子マーカーの mutoff

値に関する検討．第 18 回 TTM フォーラム．平成 30 年 3 月 3 日．東京 

 

7. 麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．回復期の栄養管理に難渋した重症レジオネラ肺炎の一

例．日本集中治療学会第 2 回東海北陸支部学術集会．平成 30 年 6 月 9 日．金沢． 

 

8. 増田崇光、麻喜幹博、三木靖雄．敗血症性ショック離脱期の栄養管理に難渋した 4 症例

の検討．第 33 回ショック学会学術集会．平成 30 年 6 月 29 日．東京． 

 

9. 山森温、麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．遅発性に出現した心毒性により PmPS 管理を

余儀なくされたフェニトイン中毒の一例．第 40 回日本中毒学会学術集会．パネルディ

スカッション 1「中毒診療におけるモニタリングと全身管理」．平成 30 年 7 月 20 日．

大阪． 

 

10. 三木靖雄、麻喜幹博、増田崇光．第 46 回救急医学会総会．救命救急センター開設に伴

う三次救急搬送規準開始後からの判断基準の変化．第 46 回救急医学会総会．平成 30 年

11 月．横浜． 

 

11. 増田崇光、麻喜幹博、三木靖雄、他．各 DIm 診断基準と凝固線溶系分子マーカーの患者

転帰との関連の検証．第 46 回救急医学会総会．平成 30 年 11 月．横浜． 

 

12. 金田悠太郎、麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．ショック状態で転院搬送され 24 時間以

内に死亡した薬剤性麻痺性イレウスの一例．第 21 回救急医学会中部地方会学術集会．

平成 30 年 12 月．三重 

 

13. 緒方南友美、麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．急激発症の腰痛で救急搬送された低 K 血

症性周期性四肢麻痺の一例．第 21 回救急医学会中部地方会学術集会．平成 30 年 12 月．

三重． 

 

 

 

【講演発表】 

1. 麻喜幹博、増田崇光、三木靖雄．抗てんかん薬の遅発性の血中濃度上昇から心停止に至

り、PmPS で救命し得た一例．第 16 回静岡てんかん地域ネットワーク研究会．平成 30

年 4 月．静岡． 



 

2. 増田崇光．DIm という病気．旭化成ファーマ株式会社 社内勉強会「敗血症診療につい

て」．平成 30 年 7 月 12 日．静岡 

 

3. 麻喜幹博．てんかん重積発作について．エーザイ株式会社 社内講演会「てんかんにつ

いて」．平成 30 年 11 月 1 日．静岡 


